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博
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院
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掛
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方
財
政
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判
す
・
・
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凡
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ゴ
ル
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・
・
・
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て
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純
一
昨
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大
塚
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周

中
央
銀
行
協
力
の
静
展
に
就
い
て
・
・
・
終
判
皐
士
松
岡
孝
児

鵠

聞

仲

何

一
隅
岡
藩
育
子
策
再
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
皐
博
士
本
庄
栄
治
郎

漁
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組
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の
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営
・
・
・
・
・
・
・
-
縄
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虎
三

濁

逸

及

悌

蘭
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所

得
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済
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均
一
値
段
勝
一
業
に
就
て

第
三
+
六
巻

五
二
六

第
三
披

i¥. 
四

均

値
段
営
業
に
就
て

大

塚

朗

i捕

-言「

均
一
値
段
管
業
(
何
正
佐
官
官
刊
一
品
目
n
E
P
)
は
、
前
世
紀
の
米
に
y
始
め
で
米
闘
に
生
れ
た
所
の
、
小
貰
替
業
の

一
特
殊
形
態
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
業
の
後
に
、
同
国
で
次
第
に
順
調
に
脇
田
達
し
て
来
亡
が
、
大
戦
開
始
以

後
に
歪
り
て
特
に
急
激
な
る
飛
躍
期
に
入
り
、
専
門
的
に
此
の
種
の
替
業
e

伊昼間
h
u
企
業
の
中
に
で
、
其
の
代
表
的

な
る
も
の
は
、
米
副
玉
大
企
業
の
列
に
敷
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
均
一
値
段
管
業
の
自
費
ま
し
き
後
遺
は
、

び
と
り
米
国
の
み
に
て
起
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
数
年
前
に
は
そ
れ
が
濁
逸
、
英
樹
及
び
其
の
他
の
欧
洲
諸
国
に

も
移
植
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
亦
此
の
新
形
態
の
管
業
は
短
日
月
の
聞
に
極
め
て
顕
著
な
る
躍
進
的
歩
調
を
以
て

後
達
し
て
来
た
。
か
く
て
、
経
梼
恐
慌
の
獄
威
も
そ
の
後
蓮
に
於
け
る
破
竹
の
勢
力
に
鯛
る
る
こ
と
能
は
玄
る
観

が
あ
る
。

こ
の
新
規
な
一
蹴
営
業
形
態
が
欧
、
米
に
て
示
せ
る
異
例
な
る
設
建
の
賦
貌
は
、
こ
れ
を
種

z
な
る
視
角
か
ら
観

容
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
げ
れ

E
色
、
今
は
特
に



↓
ぞ
れ
が
、
近
年
短
期
間
に
、
欧
、
米
に
於
て
、
極
め
て
同
組
著
な
る
金
韓
的
後
遺
を
遼
げ
て
来
た
こ
と
、

コ
此
の
種
の
替
業
を
専
門
的
に
管
む
企
業
は
、
景
気
の
盤
動
に
依
つ
で
も
其
の
取
引
の
稜
展

(CE見
N
g
Z
E
?

古
口
問
)
乃
至
は
操
業
度
(
国
g
n
E『

zmz
話回
mgι)
の
上
に
殆
ど
影
響
を
蒙
る
こ
と
な
〈
し
て
、
一
般
に
甚

r堅
貫
、

強
靭
な
る
後
展
吠
勢
を
示
せ
る
こ
と
、
の
二
勃
に
着
服
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

先
づ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
親
角
か
ら
見
七
る
其
の
接
達
の
大
勢
を
窺
ひ
、
衣
い
で
、
其
の
基
礎
的
保
件
に
つ
い
て

考
察
し
ゃ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

一
、
拘
一
値
段
糧
難
の
概
念

均
一
値
段
管
業
(
巴
ロ
耳
目
官
官
同
町
田
町
内
山
口

EP)
の
概
念
を
、
最
も
贋
〈
解
す
る
と
き
に
は
何
等
か
の
役
務

(ωnzwp

宮
内
四
百
件
)
を
、
或
は
又
こ
れ
と
共
に
併
せ
て
何
等
か
の
有
形
財
を
結
合
的
に
均
一
的
値
段
を
以
て
供
給
す
る
所
の
替

業
炉
、
亦
総
て
こ
れ
に
合
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
飲
食
底
、
族
館
、
映
書
演
劇
場
、
交
通
業
等
を
替
む

替
業
の
大
な
る
部
分
が
又
、
此
の
中
に
合
ま
れ
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
均
一
値
段
管
業
と
い
ふ
所
の
も
の
は

か
か
る
庚
義
の
も
の
で
は
な
い
。
卸
ち
、
そ
れ
は
所
謂
、
固
有
の
小
貰
替
業
に
閥
す
る
も
の
に
し
て
、
有
形
的
商

品
を
最
後
の
需
要
者
に
販
買
す
る
管
業
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
於
で
も
な
ほ
、
均
一
値
段
替

業
は
夏
ら
に
又
二
つ
の
種
類
に
分
か
れ
4
0

の
で
あ
る
。

け
い
例
へ
ば
食
料
品
、
壷
所
用
品
、
・
服
飾
品
、
化
粧
品
、
履
物
類
等
の
如
き
商
品
中
の
何
等
か
の
種
類
の
も
の
を
、

第
三
+
六
畠
骨

均
一
値
段
瞥
業
に
就
て

五
二
七

第

叡

八
五



均
一
値
段
瞥
業
に
就
て

第
三
十
六
血
管

i¥. ，、

五
二
人

第

按

専
門
的
と
言
は
れ
持
ペ
き
程
度
の
限
定
的
範
圏
内
に
て
販
責
す
る
所
謂
専
門
庖
正
、

吋
必
し
も
、
特
定
範
園
の
種
類
に
限
る
の
で
は
な
〈
、
其
の
範
固
に
於
て
無
制
限
な
る
種
類
の
商
ロ
聞
を
販
買
す

る
管
業
と
の
、
二
種
類
が
こ
れ
に
つ
い
て
分
た
れ
る
。
本
文
に
均
一
値
段
管
業
と
い
は
れ
る
も
の
は
此
の
後
者
の

種
類
に
属
し
て
ゐ
る
志
の
で
あ
る
こ
と
が
其
の
概
念
規
定
上
、
先
づ
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
即
ち
例
へ
ば
、
米

園
一
流
の
均
一
値
段
企
業
に
属
す
る
云
m
g
U
0
5
2
ω
[
O
B
E
n
-
に
あ
り
で
は
現
に
一
高
種
類
に
も
達
す
る
各
種

の
商
品
が
寅
ら
れ
て
ゐ

L
。
業
の
取
扱
ふ
所
の
商
品
の
種
類
が
際
隈
も
無
〈
多
岐
に
亙
っ
て
ゐ
る
と

Lrd所
謂
、

均
一
値
段
管
業
の
本
質
的
要
素
の
第
一
貼
を
成
す
こ
と
佐
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
。

此
の
特
殊
形
態
の
商
品
配
給
替
業
に
於
け
る
本
質
的
標
識
の
第
二
貼
は
業
の
販
貰
商
品
の
軍
位
棺
段
に
閥
係
し

て
ゐ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
此
の
種
の
小
責
管
業
に
て
販
責
湾
、
れ
る
商
品
の
種
類
は
前
堪
の
如
〈
無
敢
に
岐
れ
て
ゐ

る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
綿
て
例
へ
ば
山
内
向
ロ
F

同o
n
F
ぷ

円

円

山

w

同口。一一巾「

或
は
又

』
。
よ
れ
渇
げ

ぷ
H
U
A
や
凶
O

可「

mw
苫

可

P
E
G
-
v
m
w
(同・
ζ
・

50)
等
の
如
く
夫
、
、
の
闘
の
貨
般
市
車
位
に
於
て
甚
だ
小
額
な
る
貨
幣
額
を
以
て

極
め
て
小
教
の
段
階
に
分
か
れ
た
確
定
値
段
の
明
示
の
下
に
責
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
偉
業
の

祖
国
に
る
米
闘
に
て
最
初
に
最
も
普
通
に
洗
布
さ
れ
て
ゐ
に
定
額
値
段
階
級
は
五
セ
シ
ト
及
び
十
セ
シ
ト
で
あ
っ

た
か
ら
、
現
今
に
於
で
は
既
に
其
の
値
段
階
扱
は
最
初
の
営
時
よ
り
多
少
複
雑
に
岐
れ
、
又
一
般
に
其
の
額
の
程

度
色
少
し
〈
高
ま
っ
て
一
弗
も
の
値
段
を
附
せ
ら
れ
た
商
品
が
共
に
販
賀
さ
れ
て
ゐ
る
例
も
少
く
な
い
に
か
か
は

ら
・
?
、
今
宵
ほ
同
園
に
て
は
同
府

H
o
n
g
n
E
Z
(
五
セ
ン
ト
、
十
セ
ン
ト
蓮
鎖
庖
)

の
名
種
が
枇
舎
一
般
に
好

1) M. limbach， Die Amcril.ιnDl叫henI{cttenlad<:nt'，elriebe (Chain Store日ysteu】)
S.26. 
Vg1. Mellerowic:z， Allgemeine Betriebswirtsch~lftsL:h :re ， S.工65・2) 



ん
で
、
此
の
種
の
管
業
の
滞
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
ο

尤
色
、
其
の
稜
達
の
初
期
に
於
て
多
く
取
扱
は
れ
た
商
品
の

性
質
に
基
い
て
起
れ
る
所
の
新
奇
品
蓮
鎖
底

2
0
5
-
q
a問
。
『
町
内
E
E
)
と
い
ふ
名
溝
も
用
ひ
ら
れ
る
。

前
記
の
如
〈
、
其
の
姐
固
た
る
米
闘
に
於
て
は
均
一
値
段
倍
業
の
名
稗
の
中
に
、
ぞ
れ
が
連
鎖
式
f
n
E
Z
m
3
B

ZHH)
の
管
業
方
法
な
る
こ
と
が
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
正
に
此
の
種
小
貰
管
業
形
態
の
本
質
的
標
識
の
第

三
賠
を
適
営
仁
一
識
ひ
現
は
せ
る
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
種
類
の
商
ロ
聞
を
数
段
階
に
分
れ
た
確
定
的
の
均
一
値
段
を

以
て
販
貰
し
て
ゐ
て
も
、
其
の
販
責
の
場
所
た
る
脂
舗
が
車
に
一
箇
所
に
止
ま
る
が
如
き
場
合
に
は
そ
れ
は
未
ピ

完
全
に
、
こ
こ
に
言
ふ
所
の
均
一
値
段
管
業
に
営
る
の
で
は
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
場
所
的
に
相
岐
れ
亡
、
同
様

式
の
、

多
般
の
定
住
的
管
業
所
円
い
て
、

少
く

と
も、

何
等
h
y

の
躍
度
に
於
げ
る
共
通
的
統
制
を
受
け
て
管
ま
れ

一
九
一
一
九
年
に
於
て
、
米
国
最
大
の
均
一
侃
段
企
業
に
名
巧

g
Z
R
F

五
の
分
庖
設
備
を
有
し
、
又
内
『
2
m
m
の
営
業
所
は
同
年
に
於
て
約
六
O
O
に
蓮
す
ふ
。
濁
逸
に
於
け
る
四
大
均

一
値
段
企
業
も
一
九
三

O
年
に
於
て
は
い
づ
れ
も
五
O
箇
所
以
上
の
管
業
所
&
有
し
て
ゐ
ふ
。
尤
も
、
多
数
の
替

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

il 

tま

業
所
が
其
の
資
本
所
有
の
馳
か
ら
見
て
同
一
の
企
業
に
包
括
3
れ
る
こ
と
は
必
し
も
要
件
で
は
な
い
。
に

r商
品

仕
入
の
貰
行
を
共
同
し
て
行
び
、
或
は
同
一
の
唐
名
に
て
庚
告
を
行
ふ
等
の
如
き
こ
と
の
外
、
業
の
資
本
所
有
の
開

係
に
於
て
は
相
互
に
縄
立
的
地
位
に
あ
る
管
業
所
に
て
笹
ま
れ
て
ゐ
て
も
同
様
に
、
業
れ
が
連
鎖
的
関
係
を
結
ん

で
営
業
念
総
白
ん
で
ゐ
る
酔
却
を
檎
へ
て
、
こ
れ
を
均
一
値
段
管
業
と
見
る
こ
と
が
向
来
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
従
来

の
貫
肢
か
ら
す
れ
ば
、
均
一
値
段
営
業
に
於
け
る
多
数

ω
分
居
は
夫
1
資
本
同
根
の
一
企
業
に
包
拍
弓
れ
て
ゐ
る

均
一
値
段
替
業
に
就
で

第
三
十
六
巻

第

盟主

五
二
九

i¥ 
七
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均
一
値
段
帥
営
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五一一一

O

第

就

i¥. 
i¥. 

の
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
然
し
、
時
来
に
は
、
皐
に
管
業
上
の
技
術
的
活
動
に
於
て
其
同
動
作
を
執
る
聞
係
の
み
に

て
相
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
多
数
の
濁
立
小
頁
企
業
の
結
合
か
ら
成
る
均
一
値
段
管
業
も
・
次
第
に
後
遺
し
行
〈
ベ
き
傾
向

が
見
え
る
。
車
に
、
均
一
値
段
に
依
る
販
貰
を
行
ふ
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
そ
れ
が
七

r
一
筒
所
の
管
業
所
の
み
に

て
瞥
ま
れ
る
も
の
は
決
し
て
、
特
別
の
殻
果
を
奉
げ
得
r
d

る
も
の
で
あ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
此
の
駐
か
ら
も

特
に
連
鎖
式
替
業
な
る
こ
と
は
正
確
な
る
意
味
の
所
謂
、
均
一
値
段
管
業
の
本
質
的
標
識
に
麗
せ
し
め
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

均
一
値
段
管
業
の
本
質
的
標
識
と
し
て
最
後
に
奉
ヤ
べ
き
も
の
は
、
其
の
管
業
肱
舗
内
の
設
備
様
式
で
め
る
。

郎
ち
、
此
の
稽
の
替
業
に
於
て
は
、
其
の
一
管
業
場
の
規
模
も
比
較
的
大
に
し
て
、
業
の
中
に
於
げ
忍
多
種
類
の

商
品
は
其
の
種
類
及
び
値
段
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
整
然
た
る
合
理
的
方
法
を
以
て
、
分
類
陳
列
し
て
か
〈
の
で
あ

る
。
故
に
、
た
だ
其
の
値
段
が
少
敷
の
確
定
的
段
階
に
分
れ
て
ゐ
る
貼
を
除
外
す
れ
ば
其
の
管
業
場
は
恰
も
所
謂

百
貨
庄
の
小
規
模
な
る
も
の
の
観
を
呈
す
4
0
0

而
し
て
、
其
の
責
上
額
に
つ
い
て
も
、
又
業
の
従
業
員
数
に
つ
い

て
も
、
車
な
る
専
門
的
管
業
の
蓮
鎖
底
よ
り
遣
に
大
な
る
規
模
を
有
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
貼
か
ら
見
て
、
此
の

種
融
官
業
の
名
帯
を
均
一
値
段
百
貨
唐
古

E
E
Z宮
市
町
E

岩田『
g
E
E
)

る
論
者
が
あ
ふ
。

と
す
る
こ
と
も
亦
至
極
趨
嘗
で
あ
る
と
す

以
上
に
詑
明
せ
る
所
か
ら
明
な
る
加
〈
、
均
一
値
段
管
業
の
概
念
的
標
識
は
こ
れ
を
衣
の
如
〈
言
ふ
こ
と
が
出

来
る
。

Mutz， a. a. O. ~. 22. 
Baxter， Chain stor-e Distributi.on and ManagemeJl'C. p. 1 IO 
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均
一
値
段
替
業
と
は
其
の
種
類
に
於
て
無
際
限
に
多
様
な
る
有
形
的
財
貨
営
、
相
互
に
蓮
鎖
的
関
係
に
結
ば
れ

た
る
比
較
的
大
規
模
の
多
数
の
管
業
場
に
て
、
整
然
た
る
合
理
的
方
法
を
以
て
陣
列
し
、
こ
れ
を
甚
だ
低
額
に
し

て
且
つ
極
め
て
少
敷
の
段
階
に
分
か
れ
に
確
定
値
段
を
以
て
、
最
後
の
需
要
者
に
販
買
す
る
所
の
管
業
で
あ
る
。

低
額
の
均
一
値
段
を
以
て
、
玩
具
、
日
用
壷
所
用
品
業
の
他
の
特
定
種
類
の
商
口
聞
を
所
謂

F
S
F
F
E
R
業

の
組
、
年
市
(
]
日
]
】
コ
出
向
『
宮
)
或
は
車
な
る
祭
躍
日
の
神
祉
、
寺
院
等
の
境
内
附
近
に
て
臨
時
に
販
買
す
る
こ
と
を
行

ふ
の
は
ひ
と
り
我
圃
に
於
て
阜
く
か
ら
見
ら
れ
た
の
み
な
ら
や
、
濁
逸
等
に
で
も
存
し
た
こ
と
で
あ
る
一
作
所
謂

均
一
値
段
管
業
が
か
か
る
形
態
の
も
の
と
は
全
〈
葉
の
鮪
曙
を
異
に
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
慨
に
遁
ぺ
だ

所
か
ら
容
易
に
了
解
3
れ
る
T
あ
ら
う
c
而
し
て
後
温
す
る
加
〈
、
式
の
礎
生
的
組
庶
に
於
で
も
、
問
者
の
聞
に
何

等
か
の
聯
絡
を
認
め
芯
こ

k
は
困
難
で
め
る
。

二
、
拘
-
値
段
替
業
の
殻
逮

前
に
も
言
へ
る
如
く
、
此
の
形
踏
の
管
業
が
始
め
て
議
生
し
に
の
は
米
国
に
於
て
で
あ
つ
に
。
而
し
て
、
其
の

最
初
の
建
設
者
は

同勺・

J

そ
・
さ

0
0
7
4
2
5
で
あ
る
。
彼
は
、
始
め
紐
育
州
の
内
ノ
オ

1
タ
l
タ
ヲ
ン
(
者
E
2
8
5
)

に
於
け
る
一
小
墓
所
用
品
底
に
使
用
人
と
し
て
従
業
せ
る
と
き
に
、
其
の
庖
内
に
て
、
特
別
の
陳
列
壷
の
上
に
敷

種
の
異
れ
る
商
品
を
な
ら
べ
、
こ
れ
に
「
各
品
五
セ
ン
ト
』
(
開
白
岳
〉
豆
町
一
m
M
n
m
E
C
の
借
段
札
を
立
て
た
も
の
が

顧
客
の
特
別
な
注
意
を
惹
く
の
を
目
撃
し
た
。
こ
れ
に
着
眼
せ
る

君
。
o
Z
O『
吾
は
其
の
後
、
自
ら
猫
立
し
、
奮

均
一
値
段
轡
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

第
三
披

i¥. 
:tL 

玉ー

l¥lut7.， a. a. O. S. 38. 9) 



均
一
値
段
轡
業
に
就
で

第
三
十
六
巻

九
O 

E. 

第

~ 

主
の
金
融
的
援
助
を
得
て
一
入
七
九
年
、
始
め
て
紐
育
州
の
ユ

l
ア
イ
カ

(
5
5・
2
・
ペ
・
)
に
、
今
日
の
均
一
値

段
晶
画
業
の
蔚
芽
た
る
一
均
一
山
胞
を
創
設
し
た
。
然
し
、
そ
れ
は
数
週
間
後
に
閉
底
の
傍
儀
な
き
に
陥
っ
た
が
、
此

の
種
の
管
業
方
法
の
崎
市
京
市
の
後
遺
に
大
な
る
希
望
を
騒
け
だ
る
彼
は
意
気
温
喪
す
る
こ
と
な
〈
、
間
も
な
く
同
年

ペ

y
v
y
バ
ニ
ヤ
州
の
ラ
シ
カ
ス
タ

1
(円
2
2
H
2・
E
)
に
更
に
同
種
の
管
業
を
創
め
た
が
、
こ
れ
は
果
し
て
、

彼
の
珠
想
せ
る
致
果
を
費
ら
し
、
こ
こ
に
後
年
、
世
界
的
に
大
な
を
後
遺
を
遂
げ
来
れ
る
均
一
値
段
管
業
の
異
貫

の
端
緒
が
聞
か
れ
た
の

T
め
る
。
膿
て
相
次
い
で
、
宮
町
内
円

o
q
(門誌

N
)
w

同
月
山
内
内
(
門
司
3
3
)

等
今
日
米
岡
に
於
け
る

均
一
値
段
管
業
の
代
表
者
と
し
て
其
の
規
模
の

E
大
を
誇
る
諾
企
業
の
創
設
を
見
る
に
歪
つ
に
。
所
謂
、
均
一
値

段
管
業
な
る
も
の
の
、
生
成
の
起
原
は
凡
そ
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
起
原
を
有
す
る
均
一
値
段
替
業
は
、
先
づ
第
一
に
其
の
祖
国
米
国
に
て
大
な
右
後
遺
の
肢
を
一
示
し

最
近
に
は
其
の
形
態
が
欧
洲
諸
凶
に
色
侍
播
し
て
行
事
、
こ
こ
で
も
亦
驚
〈
ぺ
き
蓮
度
を
以
て
膨
脹
し
た
。
始
め

に
、
米
闘
に
於
け
る
其
の
後
達
蹴
況
を
概
観
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

右
に
越
ぷ
る
が
如
〈
、

一
入
七
九
年
に
者
B
Z
R
P
に
よ
っ
て
、
始
め
て
其
の
起
原
を
拓
か
れ
た
均
一
値
段
替

同
種
競
争
企
業
の
創
設
を
見
た
け
れ
ど
色
、

的
緩
漫
の
歩
調
を
以
て
後
遺
し
来
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

業
は
、

業
の
後
相
-
次
い
で
、

大
瞳
に
於
い
て
、

大
戦
前
迄
は
比
較

而
し
て
、

版
責
量
其
の
他
の
結
に
於
で
、

段
管
業
が
米
国
の
園
民
鰹
梼
に
有
す
る
意
義
も
き
し
て
大
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
に
。
然
る
に
、
戦
時
中
よ
り
戦

均
一
位

後
に
か
け
て
、
此
の
種
の
管
業
は
米
国
に
於
て
、
異
に
驚
く
べ
き
膨
脹
力
を
現
は
し
、
引
鰻
き
ム
寸
白
迄
莫
の
膨
脹

Baxter， ibid~t pp目 110-111.

Mutz， a. a. O. S. 32 
Daxter， ibid'j p. 111. 2) 



扶
態
を
持
績
し
来
り
て
、
遂
に
一
九
三

0
年
度
に
於
げ
る
、
全
米
国
均
一
値
段
替
業
の
組
販
責
額
は
凡
そ
十
六
億

弗
に
蓮
す
る
と
推
定
き
れ
る
有
様
で
あ
ふ
。
故
に
、
こ
れ
を
、
米
国
に
於
け
る
一
九
二
八
年
内
の
推
定
纏
小
貰

額
四
百
十
億
弗
に
掛
比
す
れ
ば
、
其
の
約
一
一
一
・
入

μ
に
営
る
。
又
同
年
に
於
け
る
全
米
百
貨
庖
の
綿
販
寅
額
は
六

十
五
億
弗
左
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
均
一
値
段
管
業
は
最
近
に
於
て
、
米
国
の
小
頁
配
給
組
織
上
に
、
百
貨
底

に
劃
し
て
約
1
Z
張
の
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
と
見
る
こ
左
が
出
来
る
。
均
一
値
段
管
業
な
る
配
給
形
態
が
現
に
米

園
の
小
責
配
給
組
織
上
に
占
め
来
れ
る
意
義
の
軽
か
ら

5
る
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
太
凡
察
知
し
得
る
と
思
ふ
。

而
し
て
.
均
一
値
段
管
業
が
始
め
て
米
国
に
後
生
し
て
以
来
、
前
週
の
如
き
現
状
に
到
蓬
す
る
迄
の
後
遺
道
程
に

於
て
、
終
始
撲
の
設
建
の
負
櫓
者
と
し
て
代
表
的
地
位
そ
占
め
来
れ
る
も
の
は

当
g
Z
1
2
P
曾
枇
併
し
め
る
。

散
に
恥
し
ば
ら
く
、
同
企
業
の
毅
蓮
に
於
け
る
蓮
鎖
組
織
内
の
分
唐
数
及
び
纏
販
貰
額
の
膨
脹
状
態
を
叙
し
て

均
一
値
段
替
業
が
米
国
に
於
て
示
せ
る
後
遺
の
締
貌
を
窺
ふ
震
に
資
盆
せ
し
め
た
い
と
恩
ふ
。

先
に
も
言
へ
る
如
く
、
君
。
。
-Z12F
企
業
は
一
八
七
九
年
円

E
E丘
町
『
(
目
)
に
設
立
さ
れ
た
る
均
一
値
段
販
寅

庄
の
設
立
ぞ
以
て
、
業
の
輝
げ
る
成
功
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
失
策
に
業
績
額
若
に
現

は
れ
て
、
此
の
種
の
替
業
の
前
途
極
め
て
多
望
な
る
事
が
明
か
な
る
に
及
び
、
濁
り
他
に
同
業
企
業
の
新
に
設
立

を
c
o
r
dユ
一
回
企
業
の
祉
員
と
し
て
資
本
及
び
努
力
を
共
同
に
し
来
れ
る
親

せ
ら
れ
る
も
の
あ
る
の
み
な
ら
や
、

族
及
び
其
の
他
、
使
用
人
が
績

z
分
離
濁
立
し
て
同
種
の
替
業
を
替
む
所
の
新
規
企
業
の
設
立
を
企
つ
る
事
に
な

っ
た
o

こ
こ
に
し
ば
ら
〈

者
o
o
Z
2
5
企
業
の
分
裂
時
代
が
現
は
れ
た
。
し
か
し
、
擁
て
間
も
な
く
、
其
の
分

均
一
値
段
悼
業
に
就
で

主再

披

九

第
三
十
六
巻

ヨ1

Muh， a. :1.. O. S目 35-36
Annalen der Betriebswjrtschafts und ArbeitsfoT5chung， IV Ba.nd， .Heft. 1， S. 
105. 
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均
一
値
段
修
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五

回

第

盟主

:tu 

裂
せ
る
各
箇
の
企
業
は
、
力
を
協
は
せ
て
金
融
組
織
を
旗
大
し
、
一
層
商
品
種
類
ぞ
増
加
し
て
合
理
的
運
替
を

行
ふ
に
要
す
る
資
金
力
の
強
大
化
の
鴻
め
に
、
相
会
し
て
統
一
的
大
企
業
を
結
成
す
る
の
得
策
な
る
こ
と
を
認
が

遂
に
、

一
九
二
年
五
月
司
君
・
宅
8
7
5・F
企
業
を
中
心
と
し
て
其
の
系
統
の
載
箇
同
種
企
業
が
君
。
o
Z
2
F

円
。
の
名
の
下
に
集
っ
て
、
大
同
園
結
の
一
大
均
一
値
段
販
責
企
業
を
形
成
し
た
。
圏
結
合
同
せ
る
企
業
は
衣
の

も
の
で
あ
る
。

咽
J
J
h
q
-

君。。一

5
1
r
p
(中
国
蝉
M
M

∞〉

山
山
・
何
回
関
口
O
M内
陀
門
的
・
〈

、、

ト4

ト4

t~ 、、/

町・

Hr門
・

HA円
r
V
4

1':0 

rコ。

，-、
、、

u
m
d
 

同

I"":""'! 、d
" 

(
〕
岡
山
ユ
岬

D
Z

:~ 

D

H

(

 、、
町
一
山
)

の
"
∞
刷
ポ
司
D
D
Tと
O
『
昨
日
阿

〈

ミ

H
U
)

当

出
.
沼
0
0
5

〆圏、

、、

tv 

、--

一
躍
蕊
に
、
全
米
に
亙
り
て
分
底
敷
五
百
九
十
六
を
有
し
、
年
販
寛
徳
額
六
千
高

弗
に
達
す
る

E
大
均
一
値
段
販
寅
企
業
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
現
今
欧
、
米
に
跨
り
て
、
均
一
位
段
企
業
界
に
耕

註

然
た
る
王
座
を
占
め
、
其
の
組
分
居
敷
は
二
千
三
百
五
十
に
近
く
、
米
国
内
だ
け
に
で
も
、
販
責
年
額
三
億
弗
を

此
の
一
大
合
同
に
よ
っ
て
、

右
の
如
き
合
同
あ
り
て
以
後
、
実
の
翌
年
よ
り
、
米
園
巧
口
O
Z
R
F均
一
値
段
販
頁
企
業
の
後
遺
道
程
に
現
は

れ
た
分
庖
敷
の
膨
脹
扶
蕗
は
第
一
表
の
如
〈
で
あ
忍
。

而
し
て
今
、

3
S
 

5
0
 

0
a
o
 

a
h
a
 

M
M
仏

一
九
一
二
年
の
分
庖
載
を
一

O
O
と
し
て
、
業
の
後
各
年
に
於
け
忍
分
応
載
の
指
敷
金
求
一
ひ
れ
ば
、
蜘
h
h

超
え
る
宅
c
o
Z
R
P
系
均
一
値
段
管
業
の
直
接
の
後
端
で
あ
る
。

第
二
表
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

6) 

7) 



〆曲、

第

表
、、-'

1912 631 
寸前"3 684 

1914 7:l7 一

1915 805 九

lω16 一寸12u 一

1917 10りO
年以

l!JJ8 103甘
191~ 1081 後

寸百~O 1111 t亡

1!121 1137 於け
1922 11i6 る
1 !l~3 1260 各

1!l24 J:l50 年

Hl25 ゴ423
分数盾1¥126 I 1480 

1!l27 1581 
1928 J725 
1!129 1825 

(註)

第

表

米
圏
内
一
八
八
一

分
応

加
奈
大
、
英
国
、

玖
馬
内
三
七
五
底

傍
蘭
西
内
二
居

濁
逸
内
六
十
五
腐

(
F
E
r
n
-
L
E
開言。

]za岳
.
出
・
同
主
)

年度除底敷

寸可"21寸百百一
l!ll;{ I 108 

寸訂すI-----Y-]τl
τ訂百一「τ25
τ訂百一1129

|寸百773
寸可否ー1 16:1 1 

τ抗日寸m
1百2()I一τ干Z

I J ~~1 仁E
192~ I J86 

寸夜喜一「ゴ百子

1~24 I 213 
1925 I 225 
ll1:lo I ;，:il4 

τ花デ1 25す

市~~J 2711 
τ1乃~ln-2京F

第

四

表
、..'

而
し
て
、

こ
れ
ら
の
多
敢
な
る
分
庖
に
て
販
貰
せ
ら
れ
る
年
綿
額
は
第
三
表
の
如
き
膨
脹
扶
態
を
示
し
て
ゐ
る
。

年度 l版資格額11年 度 l版資総額ドー I'"' 
一一一「一一一11-一一I-~-~~--I :九 I第
1912 1 6051811 1922 1 16731¥1 1 :-= I 

1923 I 1H34M I平|

日!芝|表:i$ro I、、，

i U反
2B90;llI I賀

jl五

市哩
繍

111-
1il: 

o 
o 
0 
9吾

M
J

目

1

1

 

n
h
u
w
d
a
 

Q

U

O

血

w
h
U

戸
J
'

9
-
o“
 

a
U

月

d

n
G
n
a
 

n

u

n

u

U

 

1

1

 

1928 

8030ιt'I 

3092B.J 

287319 

1924 

1925 

1929 

1930 

98103 I 

107119 I 

6fi228 

6H620 

76996 

8i089 

11H496 

140919 

1913 

1914 

191昌

1919 

1920 

1916 

1917 

1918 

itl.]3100ilOI 
国一一一回}

塁走
志 メー、

1 、

第
三
表
に

1割引主lY
161 

180 

‘200 

~n2 

~~2S 

.~~40 

~~58 

~?5!) 

一
九
一
九

1923 

19:24 

19:25 

19:26 

19:27 

19:28 

258 

19:29 

1930 

19:)1 

1931 

販
買
年
総
額
の
指

55 

58 

63 

72 i 

82 

89 

100 

117 

123 

年
・
を
基
準
と
し
て

147655 
L一一ーム一一

あ第載
る詮}四 i' 
。表求

のな
知れ
〈ば.
で、

1921 

J913 

1914 

1915 

1916 

1917 

1918 

1:919 

1920 

11)21 

(註)

一
九
一
九
年
を
基
準
と
し
て
計
算
せ
る
は
、
後
出
、

全
米
均
一
値
段
轡
業
白
線
版
費
額
の
俊
民
に
関
ナ
る

Z
E
N
の
計
算
と
封
照
せ
し
め
る
然
で
あ
る
。

以
上
の
叙
述
に
依
hzJ
、
現
在
、
販
責
年
総
額
が
三
億
弗
を
超
ゆ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
米
国
当
o
c
Z
2
5
企
業
の
後

達
版
態
の
一
証
炉
}
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
L
」
思
ふ
。

均
一
値
段
侍
業
に
就
て

而
し
て
、
賞
に

宅
8
7
5『
吾
企
業
の
費
蓮
は
米
圃
に
於
け
る
均

第
三
十
六
巻

五

Ji. 

第

是虎

ゴむ

Baxter， ibid.， pp. 113-114・

:vtUt7.， a. a. O. S. 37・
Mutz， a. a. O. 33・

8) 

9) 



均
一
値
段
幣
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

7u 
凶

第

2虎

五
三
六

一
値
段
営
業
の
援
連
会
障
の
根
幹
ぞ
な
す
の
で
め
る
。
し
か
し
、
勿
論
、
同
国
に
は

宅
C
C
2
6
5
企
業
の
外
に

な
ほ
多
数
の
均
一
侃
段
枇
営
業
の
組
織
が
あ
る
。
業
の
企
業
教
は
一
九
二
七
年
の
終
末
に
於
て
、
七
八
六
に
達
し
、

業
の
中
に
包
括
さ
れ
て
ゐ
る
分
府
総
裁
は
八
一

O
C
に
及
ん
で
ゐ
る
。
右
の
如
き
多
数
の
米
国
均
一
保
段
枇
営
業
組

織
の
中
、
分
居
総
裁
三
二
二
四
を
包
括
す
る
主
要
組
織
一
四
に
就
い
て
聯
邦
準
備
局
が
得
た
る
調
査
の
結
果
に
よ

れ
ば
一
九
二
八
年
度
の
販
責
年
組
額
は
約
六
億
七
百
高
弗
で
あ
る
。

而
し
て
、
米
幽
金
融
闘
の
均
一
侃
段
笹
業
に
於
げ
る
販
賢
線
額
の
一
九
一
九
年
後
の
累
年
礎
展
状
蹟
の
指
披
表
示

ee
冨
z
p
の
計
算
に
よ
っ
て
一
不
せ
ば
第
五
表
の
加

t
で
あ
る
。

(第五表〉

年度|指数

百五1-100 

1921 

260.4 

283.0 

309.4 

120.8 

124.5 

166.0 

213.2 

139.6 

186.8 

235.8 

1920 

1924 

1927 

1928 

1922 

1923 

1925 

1926 

1929 

今
、
右
の
全
米
均
一
値
段
管
業
に
於
け
る
綿
服
責
額
の
後
展
を
示
す
指
数
を

者
cc-JE--F
企
業
に
於
け
る
そ

れ
と
劃
照
す
れ
ば
、

一
九
二

O
年
以
後
殆

E
各
年
に
於
て
、
基
準
年
に
封
す
る
膨
脹
率
は
前
者
の
場
合
の
方
が
後

者
の
場
合
よ
り
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
数
百
の
均
一
値
段
企
業
の
中
で
、
た
げ
〉
濁
h
t〈
D
O
E
O
-
H
V

企
業
が
五
セ

ン
ト
及
び
十
セ
ン
ト
の
二
重
値
段
階
級
を
、
今
日
迄
堅
く
維
持
し
て
来
た
方
法
が
、
業
の
確
定
借
段
階
級
を
一
弗

に
も
及
ぶ
も
の
が
あ
る
程
に
庚
〈
押
し
旗
げ
た
他
の
競
争
均
一
山
値
段
企
業
に
謝
し
て
庚
大
な
る
活
動
領
域
を
奥
へ

た
事
に
基
〈
所
が
大
で
あ
る
と
思
惟
さ
れ
る
。

Ehγlicher， a. a. O. S. 13， 16']・
AnnaJen d. B. W. a. a. O. S. 104 

Urnbach， a. a. O.日 26
Baxter. ibid.， 1". 115・

10) 

12) 

13) 



以
上
の
如
〈
、
累
年
米
園
の
小
責
配
給
組
織
上
に
、
愈
E
重
要
な
る
意
義
を
占
め
て
来
穴
均
一
値
段
管
業
は
、

其
の
企
業
的
牧
益
カ
色
一
般
に
甚
だ
強
大
で
あ
る
。

一
例
正
し
て
、

一
九
二
九
年
に
於
け
る
牧
盆
力
守
示
せ
ば
第
六
表
の
如
〈
で
あ
る
。

(

第

六

表

)

0
0

に

u
v
-

一
3

M

~

一

r
b
o
d

同

i

-

9

d

n

リ

4

品

4

4

-

の“

9
-
o
o
-

-

2

1

-

M

O

Q

u

-

Q
U
O
-

-

0

1

一

ヲ

、

ノ

ヘ

j
v
n
u

芝
町
百
分
牽
)
一

株
式
資
本
二

盆
(
川
和
一
誠
一
一
)
一
四

Z
「

百

分

率

二

乃

官
戸
阪
資
舗
の
二

7

盆
(
肺
野
岬
)
一
?
品

24.00 

15.43 

6.60 

4.73 

po 
}
 

q
u
 

4.13 

0.92 

酉B

26.15 

16.19 

26.69 

15.62 

16.61 

40.01 

純

6.64 

2.05 

1..32 

0..23 

1.呈2

0.88 

西日

.6，) 

-

L

l

 

n
u

同

J

a

O
血

:M~ 

3:2 

:iIζ ¥ 版 分

貰

業 額
〆車-、

応

名 位

¥百高弗J 

( 

謂ヰ 数 皐位、、ーー-千F弗.-' 

F.VI人¥Voolworth 303 1827 167 

S. S. Iζn:..sge 156 507 262 

九日.Kress 68 200 342 

'4cCrory 45 243 184 

F. 81: W. Grand 
30 139 218 

Sil ver 

J. J. Ne"berry 28 279 99 

McLellan 24 260 日1

E在。tropolitan 18 151 120 .. 

C. G. M叫 phy 16 ユ53 103 ド

Nei出 nerBros 15 58 260 

均
一
値
段
坐
業
に
就
て

一
O
箇
の
有
力
な
米
国
均
一
値
段
企
業
の
、

米
国
に
於
げ
る
均
一
値
段
企
業
中
の
主
要

な
る
も
の
が
其
の
企
業
資
格
に
於
て
如
何
に

卓
越
せ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
上
の
表
に
よ

つ
で
も
こ
れ
伝
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

新:

:;;~ 
〈コ
o 
zz 
【コ
" r吋

.~ 

V( 
巾
【刀

(rq 
(~ 

!'~.l 
1"刈
'ーせ
(同b
<n 
tn 

予石副

f-'I 
t同

〔
い
円
。
『
可
の
四
は
所
謂
、
四
大
曾
枇
(
回
一
m
m
d
u
E
円)

に
し
て
、
業
の
株
式
は
紐
育
株
式
取
引
所
の

上
場
品
と
成
っ
て
ゐ
る
。
此
の
四
大
舎
祉
に

限
ら
や
、
均
一
位
段
曾
枇
の
株
式
は
以
前
は

多
〈
、
車
に
近
親
者
聞
に
於
て
の
み
維
持
さ

れ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
が
、
現
今
で
は
、
主
(
の

中
約
十
二
の
主
要
舎
枇
の
株
式
は
庚
〈
会
開

市
場
に
提
供
さ
れ
て
、
株
式
取
引
所
若
く
は

第
三
十
六
巻

第

披

九
五

五
三
七

ぷ
華
、民、

F. f. H. MitteiluD芭I~n. a. a. O. S. 13 14) 



均
一
値
段
磐
一
業
に
就
で

第
三
十
六
巻

九
ノ、

互主

i¥. 

第
三
弦

其
の
他
の
場
外
取
引
上
の
人
気
株
と
な
っ
て
ゐ
る
。

米
国
に
於
て
上
記
の
如
缶
、
殺
蓮
t
T
建
げ
た
、
此
の
均
一
備
段
管
業
の
販
責
形
態
は
最
近
に
は
又
欧
洲
各
国
に
移

植
さ
れ
た
。
ぞ
れ
が
濁
逸
に
侍
来
し
た
の
は
所
謂
、
通
貨
安
定
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
其
の
後
の
極
め
て
短
き
期

聞
に
甚
だ
迅
惑
な
る
後
達
が
遂
げ
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
玩
具
、
靴
等
の
如
き
類
の
商
品
に
つ
い
て
既
に
早
〈
戦
前

か
ら
存
し
て
ゐ
に
車
純
な
均
一
値
段
専
門
屈
は
、
最
初
に
言
へ
る
様
に
、
こ
こ
に
問
題
-
い
し
て
ゐ
る
均
一
値
段
管

業
で
は
な
い
か
ら
、
此
の
場
合
に
併
せ
考
ふ
ペ
き
限
り
で
な
い
。

組
制
地
仁
於
げ
必
均
一
献
段
管
業
の
組
織
は
一
九
ご
ご
年
末
に
略
十
五
と
推
定
3
れ
て
ゐ
る
炉
、
此
の
他
に
な
ほ

本
来
の
百
貨
底
が
同
一
企
業
の
内
部
に
於
て
附
帯
事
業
と
し
て
均
一
値
段
販
買
を
犠
白
ん
で
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
濁

立
の
均
一
値
段
管
業
組
織
の
中
に
所
謂
四
大
舎
枇
と
し
て
皐
げ
ら
れ
る
所
の
、
四
つ
の

E
大
粗
織
が
あ
る
。

開
℃
m
H

回
目
ユ

5
・
何
}
戸
勺
目
〉

-
C
-
-
Hハo
E
¥
H
S

ヨ
oc-5『

p
c・
ョ
・
ヶ
-Z--Hwm円

-z-w
当
C
U
7
5
3
・Z
伊
豆
町
]
凹
』
の
日
間
巾
一

r
n
Z『

円

B
-
V
-
E
-
"
戸
巳
宮
町
・

が
そ
れ
で
め
る
。
此
の
中
ロ

E
官
舎
一
祉
が
最
も
早
く
、

大
百
貨
庖
吋
百
合
祉
の
手
に
成
る
も
の
で
、
其
の
株
式
は
一
九
二
九
年
に
於
け
る
倍
額
増
資
の
結
果
大
百
高
馬
克

一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
濁
逸
に
於
け
る

E

に
蓮
し
て
ゐ
る
が
全
部
目
白
の
手
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。

間
百
曾
枇
も
亦
、

E
大
百
貨
庖
ヨ
ン
ヅ
エ

y

y
内
陸
『
印
宮
停
の
手
に
よ
っ
て
一
九
二
六
年
六
月
に
設
立

5
れ
に
舎

祉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
濁
逸
に
於
け
る
綿
て
の
均
一
値
段
企
業
の
中
で
最
高
の
年
版
貰
額
を
奉
げ
て
ゐ
石
。
前
記

Baxter， ibid.， p. 1 tI， p. 115・15) 



の
巴
記
官
は
君
。
o
Z
2
F
の
例
に
倣
っ
て
其
の
値
段
階
部
を
始
め
二
十
五
ペ
ユ
ヅ
ヒ
、
五
十
ペ
ユ
ヅ
ヒ
の
二
段

に
限
定
し
て
来
た
が
、
旦
)
但
ば
最
初
か
ら
一
馬
克
の
範
園
迄
其
の
確
定
値
段
階
級
ぞ
撰
張
し
七
。
こ
れ
が
何
百
の

後
遺
に
特
別
の
好
影
響
を
奥
へ
た
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
君
。
0
7
4
2
5
曾
枇
は
米
国
巧
o
o
Z
R
F
舎
世
の
の
子

曾
祉
と
し
て
一
九
二
六
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
主
(
の
資
本
の
大
部
分
は
親
舎
枇
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
の
三
大
均
一
倍
段
傍
業
組
織
は
い
づ
れ
も
、
軍
一
企
業
の
中
に
其
の
替
業
が
全
部
統
一
的
に
包
括
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
当
c
E
Z
Z
1
2
2色町一回
mm目
白
宗
門
一
】
与
は
こ
れ
左
硝
趣
を
異
に
す
る
。
帥
ち
、
ぞ
れ
は
一
箇
或
は

教
箇
の
均
一
値
段
営
業
所
を
所
有
す
る
多
数
の
中
小
企
業
主
が
共
同
仕
入
の
目
的
を
以
て
組
織
せ
る
仕
入
機
闘
で

あ
っ
て
、
此
の
機
関
組
械
へ
の
加
涯
に
よ
っ
て
、
筒
ー
の
得
業
所
は
d
h
O
}
巧
円
円
円
組
織
内
の
A
T
府
的
性
質
ぞ
興
へ
ら

れ
る
乙
と
に
な
る
o

濁
逸
に
は
な
ほ
、
此
の
他
に
色
同
様
に
中
小
の
企
業
主
炉
仕
入
、
金
融
或
は
宜
停
等
の
便
宜

の
潟
め
に
、
相
聯
結
し
て
構
成
し
た
均
一
低
段
管
業
の
組
織
が
戴
箇
あ
る
が
、
こ
れ
が
其
の
中
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。
始
め
て
一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
て
、

A

ン
プ
W
F

グ
に
其
の
本
部
を
置
〈
。

抑
1
、
通
貨
安
定
後
に
於
け
る
米
国
均
一
値
段
管
業
形
鵡
の
濁
逸
へ
の
移
入
は
、
何
事
に
ま
れ
商
工
業
の
運
航
百

方
式
を
米
国
の
そ
れ
に
倣
ふ
に
急
で
あ
っ
た
営
陣
の
濁
逸
流
行
現
象
の
一
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
、
南
国
国
民
性

の
相
違
営
云
潟
し
て
、
此
の
形
態
の
管
業
の
牌
来
に
於
け
る
成
否
に
劃
し
て
強
き
疑
を
懐
く
も
の
・
色
あ
っ
た
。
然

る
に
、
主
の
最
初
の
博
来
後
、
極
め
て
短
き
期
間
に
成
就
し
得
士
業
の
目
畳
ま
し
き
馳
棋
連
の
結
果
は
、
著
し
く
右

の
懐
疑
設
や
一
裏
ぎ
っ
た
υ

偲
り
に
前
週
の
四
大
組
織
の
み
に
つ
い
て
見
て
も
其
の
販
貰
締
額
は
一
九
三

0
年
度
に

均
一
値
段
鋳
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五

九

第

量主

九
七



均
一
値
段
瞥
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五
問
。

第
三
時
蜘

大4

A 

於
て
二
億
二
千
六
百
五
十
九
高
馬
克
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
葉
の
一
九
二
七
年
度
の
緯
額
三
千
八
百
四
十
七
高
馬
克

に
比
す
れ
ば
、
五
・
九
倍
に
営
る
。

尤
も
、
濁
逸
均
一
値
段
拙
営
業
の
総
販
貫
徹
が
金
調
品
池
小
責
販
貰
額
の
中
に
占
め
る
割
前
は
未

r甚
だ
多
し
と
は

言
へ
な
い
。
卸
ち
ん
1
.

前
記
四
大
舎
一
祉
の
規
模
を
基
準
と
し
て
、
業
の
年
版
責
総
額
か
ら
推
測
し
て
眼
に
、
濁
逸

均
一
値
段
管
業
の
一
九
三
O
一
年
度
に
於
け
る
販
責
総
額
を
三
億
馬
克
と
定
め
れ
ば
、
そ
れ
は
金
濁
逸
の
小
責
版
頁

傾
の
一
九
三
コ
紅
白
度
に
於
け
み
憾
惟
計
三
百
二
十
億
馬
克
に
射
し
て
辛
う
じ
て
一

%4
に
官
る
ド
岨
ど
こ
な
h
o

撚
れ

ど
も
、
こ
れ
を
一
九
一
ニ

C
年
度
に
於
げ
る
会
組
側
逸
百
貨
応
の
小
寅
総
額
殺
計
十
四
億
馬
克
に
比
す
れ
ば
慨
に
其
の

二
十
二
%
に
営
る
。
故
に
、
濁
逸
に
於
け
る
均
一
値
段
管
業
の
後
達
扶
勢
が
極
め
て
顕
著
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
七
表
、
及
び
第
八
表
に
於
て
濁
逸
の
回
大
均
一
値
段
管
業
組
織
に
於
げ
る
販
責
額
及
び
分
府
教
の
年
次
後
展

賦
態
そ
表
記
し
以
て
、
全
瞳
の
後
蓮
般
態
を
窺
ふ
鴻
の
便
と
す
る
。

以
上
、
専
ら
濁
逸
に
於
け
る
均
一
値
段
管
業
の
畿
蓮
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
欧
洲
に
於
け
る
均
一
値
段
替

業
の
移
植
は
濁
り
濁
逸
の
み
に
止
る
色
の
で
な
い
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
此
の
場
合
に
於
て
.
英

国
市
場
に
於
け
る
米
国
の
可
o
o
Z
R
F
系
資
本
の
進
出
左
、
瑞
西
、
偽
蘭
西
、
瑞
典
の
市
場
に
於
け
る
猫
通

p
a
E門
系
資
本
の
活
動
と
は
特
仁
指
摘
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
巧
。
。
Z
R
F
は
慨
に
英
副
市
場
に
於
て
約

三
百
の
分
唐
辛
乞
所
有
し
て
ゐ
ム
。

Vgl. F. f.目 H.Mitteilungen， a. a. O.円.9・
F. f. H. Mitteilungen， I. J 0.11γg.， Nr. 1. S. 1.. 

F. f. H. Mitteilunge.n， a. a. 0目 S
Mutz， a. a. O. S. 45 
Umbach， a. a. O. S. 28. 

16) 
17) 
18) 
19) 
20) 



(
第
片
山
実
)

額

1927年度に封ナるf奇数

IWo叶wohli
'̂orth J wert 緯計

」
1，0 1，0 1，0 

8 

オ
3，7 2，3 2，6 

6 6， 日，5 2，3 4，1 

D ー 8， 9，3 6，3 5，9 

賢

官;午
一 -dJ:jI1

1， 

。
.:l， 

2， 

年 販

単位 百

度
Eh判 E a lwoぺpa ! worth 

1926 3，80 

1927 17，94 4，40 

1928 32，94 42，254ii 16345 。，00

1929 46，67 9，00 

1930 62，00 98，6日40，90 25，00 

均
一
値
段
替
業
に
就
で

;21 ) 

(
第
八
表
}

費支

027年度に謝する倍数

lE lwo叶Wohpa 1 worth I wert 純計

1，0: 1，0 1，0 1，0 

2，41 2，7 1，8 1，8 

5，2 1，8 2，4 

i，] 3，6 
2 

1苫

-1-iflmlape 

11li 
651 

11911 

L5:~11 

~i3'7 11 

1， 

1， 

1， 

1， 

年 分

)J!: Ehairi 1Epa-i 1wWooroth ll ! 

11 

lU27 39 
1771 1 

1928 60 

1929 GS 20 

71 50， 65 

第
三
十
六
倉

n 

均
一
値
段
管
業
は
先
づ
米

固
に
於
て
、
衣
い
で
欧
洲
の

諸
国
に
於
て
、
前
述
の
如
き

大
勢
を
以
て
目
畳
ま
し
さ
後

達
、
普
及
を
遂
げ
て
来
七
。

而
し
て
、
此
の
後
遺
過
程

に
於
て
示
さ
れ
に
、
特
に
頴

著
な
る
特
徴
は
箪
に
、

:民:
の

迅
速
な
る
後
蓬
の
謹
度
の
み

で
は
な
い
。
更
に
又
、
均

値
段
修
業
は
既
に
米
国
及
び

相
判
品
却
に
於
て
現
は
れ
た
限
hノ

で
は
、
専
門
的
小
寅
管
業
、

通
信
販
寅
管
業
乃
至
は
普
通

の
小
規
模
小
貰
管
業
形
態
に

比
鞭
し
て
、
業
の
販
責
額
の

五

回

第

>1i宅

九
九

Mutz， a. a. 0. S. 124-125. 21) 



均
一
値
段
替
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五
四

第
三
務

一O
O

上
に
受
け
る
景
気
持
盟
動
の
影
響
が
甚
だ
少
い
の
で
あ
る
。

米
国
に
於
げ
る
百
貨
庖
、
通
信
販
責
、
均
一
値
段
管
業
の
三
種
の
小
責
販
貰
形
態
の
販
貢
額
に
つ
い
て
、

九

一
九
年
の
後
宇
期
よ
り
一
九
一
二
一
年
の
前
竿
期
迄
の
聞
の
移
動
十
二
箇
月
平
均
を
算
出
し
て
販
責
額
に
劃
す
る
季

節
的
影
響
を
除
去
し
、
其
の
結
果
を
圃
示
せ
る
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
、
凡
そ
次
の
如
〈
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

印
ち
、
右
の
三
極
の
替
業
形
態
の
中
に
あ
り
で
は
、
通
信
販
責
の
管
業
形
態
が
最
も
強
〈
、
一
九
二

O
年
の
下
宇

よ
hJ
一
九
二
二
年
の
上
半
に
去
る
米
国
純
持
不
出
の
影
響
色
、
共
の
版
資
額
の
上
に
現
は

νで
L

ゆ
る
。
而

U
て、

一
九
三

O
年
来
の
経
掛
恐
慌
は
又
迅
蓮
に
業
の
販
貰
観
の
上
に
反
影
し
て
ゐ
る
。
百
貨
庖
の
販
寅
翻
は
右
の
一
九

二
一
年
を
中
心
と
す
る
米
国
の
不
況
に
劃
し
て
可
な
り
に
強
き
抵
抗
力
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
な
ほ
其
の
販
責

額
萎
縮
の
影
響
は
明
に
こ
れ
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
均
一
値
段
管
業
に
歪
つ
て
は
、
其
の
販
責
額
の
伸
張

蓮
度
の
低
減
の
上
に
、
相

z
営
時
の
軽
油
開
不
況
の
影
響
を
窺
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
も
販
貰
額
の
結
調

的
減
少
は
現
は
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
勿
論
、
一
般
に
は
百
貨
庖
管
業
は
景
気
の
麗
動
に
封
し
て
比
鞭
的
強
靭

な
る
抵
抗
力
を
有
す
る
こ
と
は
人
の
知
る
加
く
で
あ
る
が
、
均
一
値
段
替
業
は
こ
れ
に
も
増
し
て
景
気
費
動
に
封

す
る
戚
度
が
鈍
い
。
し
か
し
、
一
九
二
九
年
末
後
の
世
界
経
蹄
恐
慌
は
、
は
や
く
も
一
九
三

O
年
の
米
圃
均
一
値

段
管
業
の
鱒
販
買
額
の
上
に
若
干
、
業
の
影
響
を
現
は
し
て
ゐ
る
。
固
よ
り
、
業
の
程
度
は
通
信
販
買
に
於
け
る

も
の
よ
h
ノ
、
遣
に
低
い
。

均
一
値
段
管
業
が
経
済
不
況
に
劃
し
て
、
比
較
的
強
靭
な
る
抵
抗
力
を
有
す
る
こ
と
は
、
濁
逸
の
均
一
段
値
替

Mlltz， a. a. O. S. 134 22) 



業
の
後
蓮
池
程
に
つ
い
て
も
言
ひ
得
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
様
に
、
満
逸
の
均
一
値
段
管
業
は
一
九
二
五
よ
り
一

九
二
六
年
の
下
竿
期
に
懸
け
て
創
設
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
期
は
恰
色
調
逸
の
通
貨
安
定
後
の
不
況
時
に

属
し
て
ゐ
て
、
此
の
事
は
一
九
二
五
年
よ
り
一
九
二
六
年
の
終
末
頃
迄
.
頴
著
に
其
の
標
識
を
、
営
時
の
失
業
者

数
及
び
破
産
並
に
和
議
手
績
の
件
数
統
計
の
上
に
示
し
て
ゐ
か
。
均
一
値
段
管
業
の
形
態
が
正
に
か
か
る
時
期
に

於
て
新
し
く
碑
来
し
、
而
も
営
初
か
ら
、
実
の
附
府
系
に
脅
す
る
強
き
後
展
的
弾
力
ぞ
潜
在
せ
し
め
て
ゐ
に
と
い
ふ

こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
九
二
五
よ
り
一
九
二
六
年
に
亙
る
捕
逸
の
不
況
は
一
九
二
七
年
に
入
り
て
回
復
の
肢
を
現
は
し
、

一
九
二
七

年
の
後
年
よ
り
一
九
二
八
年
に
瞳
り
て
は
所
謂
濁
逸
の
合
理
化
景
気
を
福
は
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
師
に

業
mw
末
期
K
は
、
漸
く
来
る
バ
き
大
恐
慌
の
蔚
芽
が
現
は
れ
来
h
J
、
最
初
に
は
緩
漫
の
歩
調
で
あ
っ
た
不
況
の
濫

行
は
次
第
に
業
の
蓮
度
を
蓮
め
、

一
九
二
九
年
よ
り
一
九
三

O
年
に
か
け
て
愈
E
不
況
は
深
刻
と
な
h
J
、

一
九
三

一
年
に
入
り
て
は
ま
こ
と
に
昼
前
の
大
恐
慌
現
象
を
呈
し
、
年
末
に
は
遂
に
五
百
高
に
達
す
る
失
業
者
が
現
は
れ

一九三一

O
年
と
一
九
二
九
年
と
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
に
於
て
は
工
業
的
生
産
の
み
に
で
も

後
者
に
於
け
る
よ
り
、
百
五
十
億
馬
克
誠
少
し
て
ゐ
る
。
国
民
所
得
は
一
九
二
九
年
に
は
七
百
六
十
億
馬
克
と
推

定
き
れ
る
の
に
一
九
三

O
年
に
は
六
百
八
十
億
乃
至
は
七
百
億
、
一
九
ゴ
二
年
に
は
五
百
億
乃
至
六
百
億
と
推
定

さ
れ
て
ゐ
る
。
小
責
務
白
業
が
金
瞳
と
し
て
、
業
の
販
責
額
の
上
に
強
く
此
の
恐
慌
時
の
影
響
を
蒙
れ
る
こ
と
は
営

る
こ
と
に
な
っ
七
。

然
で
J

の
っ
た
。
帥
ち
、

一
九
三
O
年
前
竿
期
の
金
調
逸
小
責
肱
責
額
は
前
年
同
期
の
そ
れ
に
劃
し
て
八
%
、

九

均
一
値
段
替
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五
四

第

披

。
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均
一
値
段
替
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

O 

五
四
四

第

盟主

ゴ
二
年
前
牢
期
の
そ
れ
は
一
九
三

O
年
前
竿
期
の
そ
れ
に
劃
し
て

濁
し
て
二
四
%
と
夫
れ
E
減
少
し
て
ゐ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
然
る
に
こ
れ
に
費
し
て
濁
逸
の
均
一
値
段
企
業
は
、

一一・了四叫戸、

一
九
二
九
年
前
竿
期
の
そ
れ
に

全
般
的
に
及
び
箇
別
的
に
累
年
販
貰
額
を
増
加
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
規
分
庖
の
増
設
の
み
に
基
〈
も

の
で
な
い
こ
と
は
巴
】
白
官
舎
祉
に
つ
い
て
、
一
九
コ
二
年
度
の
各
月
販
頁
額
を
夫
、
、
、
前
年
度
の
同
期
と
劃
照
し

て
計
算
せ
る
結
果
か
ら
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
一
九
コ
二
年
の
十
月
以
降
に
至
つ
て
は
巴
】
品
目
曾
祉
の
奮

分
山
胞
の
み
に
つ
い
亡
見
て
も
、
漸
(
前
年
の
河
期
に
射
し
亡
峨
散
な
が
ら
板
責
ー
簡
の
減
少
が
現
は
れ
℃
来
て
ゐ
る

事
買
を
無
親
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
目
下
の
世
界
恐
慌
に
際
し
て
、
均
一
値
段
管
業
が
其
の
販
買
額
の
上
に
如
何

な
る
抵
抗
力
を
一
不
す
か
は
、
な
ほ
其
の
後
に
於
け
る
貫
勢
h
k

色
明
か
に
し
得
て
、
始
め
て
正
確
に
判
断
し
得
る
の

で
は
な
か
ら
う
か
。

と
も
か
く
も
、
過
去
に
閲
す
る
限
り
、
均
一
値
段
管
業
は
、
米
、
調
に
於
て
共
に
、
こ
れ
を
他
の
小
寅
管
業
形

強
に
比
較
す
れ
ば
、
優
れ
て
強
靭
な
る
景
気
抵
抗
カ
を
示
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
し

融
曾
極
構
の
構
造
的
麗
勤
に
基
〈
の
で
は
な
く
、
墜
に
気
候
の
循
環
や
、
年
中
行
事
の
反
復
等
に
困
っ
て
起
る

所
の
、
需
要
の
季
節
的
盤
動
は
均
一
値
段
管
業
に
劃
し
で
も
亦
、
他
の
形
態
の
小
貰
管
業
に
劃
し
て
と
同
様
に
、

か
な
り
鋭
敏
に
作
用
し
て
、
額
著
に
服
責
額
の
季
節
的
費
動
を
惹
起
す
る
が
、
こ
こ
で
は
是
に
論
及
し
な
い
。

一
二
、
其
の
寵
蓮
の
其
礎
的
悔
件

25) Schriftenreihe der F.仁 H.Nr. 9・
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均
一
値
段
管
業
も
亦
一
一
種
の
企
業
で
あ
る
。
然
る
に
、
在
見
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
企
業
の
盛
麦
、
典
巴
は
究
の

如
き
二
元
的
原
因
の
有
機
的
、
結
合
的
作
用
の
結
果
と
し
て
起
る
。
所
調
、
二
元
的
原
因
の
一
は
企
業
の
在
内
的

機
構
の
如
何
で
あ
り
、
其
の
二
は
夫
E
の
企
業
が
存
在
し
て
ゐ
る
枇
曾
的
環
境
上
の
事
情
の
如
何
で
あ
る
。
均
一

値
段
管
業
の
後
蓮
も
亦
、
こ
れ
ら
二
つ
の
原
因
の
結
合
的
作
用
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
勿
論
で

め
る
。
故
に
、
均
一
値
段
替
業
の
畿
蓮
に
劃
す
る
基
礎
的
保
件
を
明
か
に
す
る
と
い
ふ
に
つ
い
て
は
、
右
の
二
つ

の
事
情
を
、
而
も
其
の
有
機
的
牽
聯
の
開
係
に
於
て
観
察
す
べ
き
ち
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
姑
〈
、
在
内
的

機
構
の
問
題
を
措
い
て
、
先
づ
専
ら
其
の
一
枇
曾
的
環
境
上
の
保
件
に
つ
い
て
考
察
し
ゃ
う
と
思
ふ
。

米
圃
及
一
ぴ
燭
泡
に
於
け
る
均
一
値
段
管
業
の
目
魔
ま
し
き
経
濯
を
芯
超
せ
る
基
礎
的
議
健
件
の
中
に
で
、
結
局

こ
れ
を
其
の
枇
曾
的
環
境
の
性
質
に
還
元
せ
し
め
得
べ
き
も
の
は
考
察
の
便
宜
上
、
分
類
し
て
衣
の
加
〈
寸
る
こ

と
が
出
来
る
。

↑
需
要
者
側
に
附
着
す
る
事
情
、
に
生
産
者
側
に
附
着
す
る
事
情
、
一
恒
競
争
力
の
側
に
附
着
す
る
事
情
、
四
極

構
政
策
的
事
情

ト
需
要
者
側
に
附
着
す
る
事
情
。
分
っ
て
更
に
、
け
い
経
済
心
理
的
事
情
、
印
い
純
経
済
的
事
情
と
な
す
。
イ
米
国

は
所
謂
近
代
合
理
主
義
の
時
代
に
誕
生
し
、
固
と
し
て
殆
ん

E
何
等
の
非
合
理
的
停
統
の
残
涯
を
伴
は
.
ざ
る
の
み

な
ら
争
、
な
ほ
其
の
人
口
生
成
の
由
来
に
於
げ
る
特
殊
の
事
情
に
基
き
て
、
其
の
民
衆
一
一
般
の
聞
に
は
最
も
強
〈

経
持
的
合
理
主
義
の
心
理
が
後
達
し
て
ゐ
る
。
却
ち
、
物
的
財
貨
に
つ
い
て
、
費
す
所
少
〈
、
得
る
所
多
か
ら
ん

均
一
値
段
得
業
に
就
て

第
三
十
六
巻

五
四
五

第

盟主

一O
三



均
一
値
段
帥
営
業
に
杭
で

第

量君

一O
悶

第
三
十
六
巻

五
四
六

矯
め
に
は
.
情
賞
、
因
襲
、
習
慣
等
に
拘
泥
せ
宇
U

聴
快
、
率
直
に
新
規
の
遣
に
移
っ
て
行
〈
。
均
一
庇
が
或
る

都
合
に
新
設
さ
れ
て
、
直
ち
に
多
数
の
顧
客
を
吸
引
す
る
に
は
、
濁

h
均
一
庖
の
販
買
す
る
慮
が
貫
質
的
に
有
利

な
る
の
み
に
止
ら
守
、
民
衆
心
理
の
中
に
於
け
る
鰹
梼
的
合
理
主
義
の
発
達
を
侠
つ
や
明
か
で
あ
る
。
こ
の
粧
掛

的
合
理
主
義
と
其
に
、
相
侯
っ
て
、
均
一
備
段
管
業
の
殺
蓬
に
責
せ
る
米
岡
特
有
の
心
理
は
民
衆
的
平
等
烹
義
、

反
貴
族
的
濁
食
主
義
で
あ
る
。
民
衆
各
人
が
濁
白
的
な
る
特
殊
の
趣
味
を
粧
梼
的
享
襲
の
上
に
追
求
す
る
こ
と
な

〈
、
各
地
、
高
人
整
一
の
趣
味
要
求
を
以
て
満
足
す
る
こ
胃
と
が
、
均
一
値
段
替
業
の
如
く
、
会
同
各
地
に
設
け
だ

る
多
数
の
分
底
ぞ
以
て
大
量
に
整
一
口
叩
PT
供
給
す
る
替
業
の
後
述
の
鋳
に
重
要
な
あ
傑
件
た
あ
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
。
米
圃
民
衆
の
経
済
的
心
理
は
趨
格
に
此
の
要
求
合
充
た
す
の
で
あ
る
。
必
し
も
、
異
質
の
高
き
事
術
的
情
値

ゃ
、
或
は
持
績
的
使
用
に
堪
ふ
べ
き
堅
賓
性
を
有
す
る
財
貨
の
み
に
瞳
慌
せ
示
、
軍
に
安
債
に
し
で
便
利
な
る
物

や
叉
、
廉
債
な
る
間
に
合
は
せ
物
な
れ
ど
其
の
端
的
な
る
表
見
が
高
債
な
る
者
修
品
に
類
似
せ
る
物
等
の
如
き
を

得
て
満
足
す
る
、
所
謂
低
絞
趣
味
の
心
理
が
、
相
営
の
程
度
に
贋
く
耽
舎
に
楠
漫
せ
る
こ
ん
」
も
亦
、
一
専
ら
安
債
品

を
供
給
す
る
均
一
値
段
底
の
後
遺
の
俸
件
を
な
す
。
右
の
如
き
経
梼
心
理
は
従
来
欧
洲
殊
に
濁
逸
に
於
て
は
寧
ろ

民
衆
心
理
の
正
反
劃
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
、
殊
に
遇
貨
安
定
後
は
圃
民
経
静
的
事
情
の
麗

化
、
従
っ
て
又
各
方
面
に
於
げ
る
合
理
化
運
動
の
助
成
.
大
衆
の
無
産
化
、
女
子
動
勢
者
の
増
大
等
に
よ
っ
て
、

可
な
り
に
強
〈
、
右
の
如
、
昔
、
米
国
式
の
粧
梼
心
理
が
濁
逸
に
も
亦
普
及
し
て
来
た
の
で
あ
る
肘

れ
需
要
者
の
側
に
存
す
る
純
鰹
梼
的
事
情
の
主
な
る
も
の
は
勤
勢
所
得
階
級
殊
に
又
女
子
勤
勢
者
が
人
口
成
分

Vgl. Sombarl， Deγmoderne Kapitalismus， T. 2. s. 545 
Ehrlicher， a. a. O. So 2R. UmlJach， a. a. 0.， ，8， q.2 

Umbach， a. a. O. S. 128. 
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に
大
な
る
割
合
を
占
め
、
且
つ
其
の
質
質
努
貨
が
増
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
人
口
の
都
市
集
中
化
で

み
る
。
前
者
は
世
舎
全
瞳
に
於
け
る
消
聾
財
の
需
要
増
大
乃
至
は
者
修
の
一
般
化
を
惹
起
し
て
均
一
値
段
管
業
の

販
貰
額
増
加
の
原
因
と
な
り
、
後
者
は
需
要
の
集
中
に
よ
っ
て
、
定
着
的
替
業
所
の
増
設
傭
件
を
成
す
ω

軌
れ
も
、

こ
れ
を
米
岡
及
び
濁
過
に
於
て
認
め
る
こ
と
が
出
来
ふ
。

に
生
産
者
側
に
附
着
す
る
事
情
。
在
見
に
よ
れ
ば
、
商
業
的
企
業
の
管
業
形
態
と
工
業
的
企
業
の
管
業
形
態
と

の
聞
の
制
約
閥
係
は
、
業
の
作
用
方
向
を
ぱ
執
れ
に
か
一
方
的
に
認
め
る
こ
と
は
委
営
で
な
い
。
均
一
値
段
管
業

の
米
国
及
び
濁
逸
に
於
け
る
後
速
に
つ
い
て
も
、
固
よ
り
此
の
事
が
言
へ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
姑
ら
く
、

工
業
的
企
業
の
側
の
み
を
基
本
と
し
て
考
察
す
れ
ば
、
こ
れ
に
於
け
忍
同
塑
口
仰
の
大
量
生
産
止
新
奇
出
来
物
の
生
産

技
術
の
後
遥
と
が
均
一
値
段
管
業
の
錫
め
に
其
の
後
謹
の
基
礎
的
保
件
と
な
れ
る
や
明
か
で
め
る
。
前
者
の
事
情

は
民
衆
趣
味
の
替
一
化
を
利
用
せ
る
-b
の
で
あ
る
が
、
又
自
ら
後
者
の
事
情
の
質
現
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
此
の

際
米
刷
、
突
い
で
又
濁
逸
に
於
け
る
各
種
消
費
財
の
標
準
化
の
運
動
が
大
な
る
助
成
作
用
金
な
せ
る
こ
と
を
看
過

し
て
は
な
ら
ぬ
。
従
来
は
高
債
な
脊
修
品
と
し
て
、
躍
に
少
数
需
要
者
の
み
が
享
難
し
得
た
り
し
も
の
が
、
今
や

其
の
低
廉
化
乃
至
は
模
造
化
に
よ
っ
て
贋
く
大
衆
の
享
柴
劃
象
と
な
ち
得
た
の
で
あ
る
。
加
之
、
同
塑
品
の
大
量

生
産
は
均
一
低
段
管
業
を
し
て
、
贋
く
、
均
一
値
段
に
よ
る
大
量
供
給
争
可
能
な
ら
し
め
た
。

巴
競
争
刀
の
側
に
於
け
る
事
情
。
市
場
に
於
て
、
特
に
均
一
借
段
管
業
の
潟
に
競
守
カ
テ
-
成
す
も
の
は
消
費
組

合
と
百
貨
庖
と
で
あ
る
。
低
廉
な
る
債
格
を
以
て
無
産
大
衆
の
生
活
上
の
欲
望
を
満
足
せ
し
七
げ
る
こ
と
は
消
費
組

均
一
値
段
替
業
に
就
で

第
三
十
六
巻

五
四
七

第

苦慮

O 
五
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策
的
の
も
の
で
め
る
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
で
均
一
備
段
管
業
の
雪
連
炉
開
害
き
れ
る
は
明
か
で
あ
る
。
自
由
主
義
引
い
ふ
り
仙

町

L

V

干

b

的
、
資
本
主
義
的
経
一
陣
政
策
の
徹
底
は
均
一
値
段
管
業
の
畿
運
の
震
に
不
可
棋
の
保
件
で
あ
る
。
米
国
で
も
嘗
べ
お
じ
幻

此
の
種
の
管
業
に
劃
し
で
、
従
来
の
軍
濁
小
頁
商
が
反
罰
的
制
限
蓮
動
を
起
し
た
が
成
功
す
る
に
至
ら
な
か
っ
h
o
M
M

ぽ
川

h

刷一出一一一山

一O
穴

合
の
本
質
的
任
務
で
あ
る
。
消
費
組
合
の
後
遺
は
欧
洲
と
米
国
左
の
聞
に
於
て
格
段
の
相
違
を
有
す
る
こ
と
は
周

均
一
値
段
位
官
官
業
に
就
て

第
三
十
六
血
管

五
四
八

第

豊吉

知
の
如
〈
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
逸
に
於
て
も
政
治
的
事
情
か
ら
消
費
組
合
に
加
入
せ
ゴ
る
民
衆
も
少

t
な
く
、

且
つ
消
費
組
合
が
均
一
値
段
管
業
の
取
扱
ふ
が
如
き
多
種
類
な
る
商
品
を
供
給
す
る
も
の
で
も
な
い
。
百
貨
庖
は

業
の
内
部
組
織
に
於
て
、
又
其
の
商
品
の
多
様
性
に
於
て
一
膳
、
均
一
値
段
管
業
の
敵
手
で
あ
る
が
、
買
は
其
の

取
扱
商
口
聞
が
今
日
で
は
、
慨
に
荷
高
級
化
に
偏
せ
る
ー
と
其
の
所
在
位
地
の
一
方
化
と
の
震
に
、
大
な
る
競
争
力
を

成
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
茸
(
の
管
業
形
態
殊
に
在
札
制
及
び
其
の
特
有
の
府
内
整
備
椋
式
が
購
買
大
衆
の
耳

目
に
習
熟
せ
る
こ
と
は
均
一
値
段
管
業
の
地
方
的
進
出
の
潟
に
市
場
地
蜂
開
拓
の
準
備
作
用
を
成
す
の
で
あ
る
。

四
極
持
政
策
に
於
け
る
事
情
。
均
一
値
段
管
業
は
多
敷
の
連
鎖
的
管
業
所
に
於
け
る
科
撃
的
管
業
方
法
を
以
て

新
ら
し
〈
、
小
責
配
給
昇
に
自
巳
の
領
域
を
慣
大
せ
ん
こ
と
を
努
め
る
新
企
業
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
均
一
値

段
修
業
は
大
資
本
の
力
に
基
〈
合
理
的
管
業
方
法
に
よ
っ
て
、
小
貰
業
界
に
於
げ
る
侍
統
的
勢
力
克
服
の
作
用
を

成
す
。
故
に
若
し
、
其
の
闘
の
粧
持
政
策
が
中
世
組
令
主
義
的
、
乃
至
は
中
小
商
人
の
保
護
ケ
目
的
と
す
る
魁
舎
政

濁
逸
で
は
最
近
迄
は
、
均
一
値
段
管
業
に
劃
し
て
特
別
の
拘
束
を
加
へ
な
か
っ
た
が
、
昨
年
三
月
の
大
統
領
緊
急

令
は
こ
れ
に
向
っ
て
、

一
九
三
四
年
四
月
一
日
迄
、
人
口
一

O
高
以
下
の
都
曾
に
は
均
一
庖
の
開
設
を
許
さ

5
る
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等
其
の
他
種
E
な
る
制
限
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
於
て
、
均
一
値
段
管
業
が
景
気
の
盤
動
に
劃
し
て
、
比
較
的
強
靭
な
る
抵
抗
力
を
一
不
す
原
因
に
つ
い
て

一
言
し
ゃ
う
と
思
ふ
。
先
づ
、
均
一
値
段
管
業
は
葉
の
庖
舗
が
各
所
、
各
地
方
に
散
在
し
、
且
つ
其
の
扱
ひ
商
品

-
も
極
め
て
多
種
、
多
様
に
分
れ
て
居
る
か
ら
、
自
ら
販
責
上
に
調
整
作
用
の
行
は
れ
る
こ
と
が
業
の
主
因
の
一
で

あ
る
。
失
に
不
況
時
に
は
も
葉
の
所
得
の
滅
少
の
震
に
従
来
か
ら
の
比
峻
的
優
等
程
度
の
生
活
階
統
一
が
新
た
に
、

一
般
に
、
廉
債
、
低
綾
な
れ
ど
も
兎
色
角
砕
曲
面
の
用
を
排
じ
得
る
が

如
き
品
質
程
度
の
商
口
聞
が
其
の
需
要
伝
増
加
す
る
こ
と
が
又
原
因
の
一
ぞ
成
す
。
景
気
回
復
し
て
、

英
の
顧
客
群
に
加
は
り
来
る
の
み
な
ら
十
、

a
u
E
E
二

T
主

T

一
躍
ド
聞
か
手

の
増
加
が
鵡
あ
と
か
d

に
は
均
‘
山
側
川
机
修
業
一
似
品
の
顧
客
階
級
の
中
か
ら
比
較
的
生
活
殺
肢
の
高
h
u

一
部
8
T
A
A
ふ
に

と
に
な
る
け
れ
ど
も
同
時
に
、
依
然
と
し
て
其
の
顧
客
群
に
止
ま
る
も
の
の
需
要
増
加
が
こ
れ
を
補
ふ
こ
と
に
な

る
と
い
ふ
こ
と
も
亦
、
併
せ
て
、
こ
こ
に
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。

均
一
値
段
管
業
は
、
最
近
に
於
て
我
闘
に
色
亦
、
業
の
端
緒
を
見
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
、
以
上
に
論
争
ヲ
る
所

の
如
き
こ
れ
が
後
遺
の
基
礎
的
諸
僚
件
を
我
国
の
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
、
其
の
牌
来
の
後
展
賦
態
を
展
望
す

る
と
共
に
、
又
こ
れ
に
伴
っ
て
起
る
べ
き
経
持
政
策
的
諸
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
も
意
味
深
き
仕
事
で
あ
ら
う
。

均
一
値
段
偉
業
に
就
で

第
三
十
六
巻

第

~ 

一O
七

五
四
九
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